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EtMe3P[Pd(dmit)2]2のP21/m相は、Pd(dmit)2の二量体に一つの不対電
子をもち、その二量体が伝導面内で異方的三角格子構造をとる準二次元分子
性導体である。常圧では、フラストレートした三角格子スピン系の帯磁率の
温度依存性を示すが、25 K以下で非磁性一重項（スピンギャップ）状態へ
と転移する [1]。圧力下では、約 0.2 GPa、5 Kで超伝導が現れる。しかし、
BEDT-TTF塩の κ相等の二次元強相関物質の超伝導相の多くが反強磁性相
と隣接しているのとは異なり、この物質の超伝導相は常圧で観測される非磁
性相と隣接している可能性がある。
今回、単結晶試料を用いた圧力下DC磁化の測定結果に基づいて、その超伝
導特性を報告する。
図 (b)は 0.21 GPaにおける帯磁率の温度依存性である。磁場は伝導面に垂
直方向に印加している。縦軸は、平板状の試料であるため反磁場効果を考慮
して補正した。得られた磁化の大きさは、この超伝導が単結晶全体にわたる
バルクのものであることを示す。磁場中冷却 (FC)では零磁場冷却 (ZFC)の
半分程度のモーメントしか観測されていないが、低温で消磁すると相当量の
残留磁化が観測されたことから、この差は試料中に多数のピン留め中心が存
在するためであると考えられる。
当日は超伝導特性の異方性についても議論する。
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